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5月10日：大村智名誉市民のノーベル賞受賞をみんなで祝う会
東京エレクトロン韮崎文化ホール（関連記事P15）

特集
6月は男女共同参画推進月間
「意識をカイカク。男女でサンカク。社会をヘンカク。」



　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、男
性

も
女
性
も
そ
の
性
別
に
関
係
な
く
、

お
互
い
に
尊
重
さ
れ
、責
任
を
分
か

ち
合
い
、一
人
ひ
と
り
が
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

が
出
来
る
社
会
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
社
会
で
は
、
男
性

も
女
性
も
意
欲
に
応
じ
て
、
家
庭
、

学
校
、
職
場
、
地
域
生
活
な
ど
あ

ら
ゆ
る
場
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
と
男
女
共
同

参
画
社
会
・
・
・
そ
の
必
要
性

　
少
子
高
齢
化
の
進
む
今
、
経
済
活

動
を
支
え
る
労
働
力
人
口
が
減
少
し

て
い
る
の
に
対
し
て
年
金
や
福
祉
等

に
か
か
る
お
金
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

十
分
な
社
会
保
障
制
度
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
困

難
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
も
、

社
会
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に

は
、
男
性
も
女
性
も
、
み
ん
な
で

協
力
し
て
社
会
を
支
え
て
い
く
仕

組
み
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
市
で
も
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
早
期
実
現

を
目
指
し
、「
第
2
次
韮
崎
市
男
女

共
同
参
画
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
韮
崎
の
実
現
の
た

め
、
市
民
協
働
で
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

女
性
活
躍
推
進
法
が	

	
	

成
立
し
ま
し
た

　
平
成
28
年
4
月
、「
女
性
の
職
業

生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関

す
る
法
律
（
女
性
活
躍
推
進
法
）」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
働
く
場
面
で
活

躍
し
た
い
と
い
う
希
望
を
持
つ
す

べ
て
の
女
性
が
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
し
て
活
躍
で
き

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
女

性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
数
値
目

標
を
盛
り
込
ん
だ
行
動
計
画
の
策

定
・
公
表
や
、
女
性
の
職
業
選
択

に
資
す
る
情
報
の
公
表
が
事
業
主

（
国
や
地
方
公
共
団
体
、民
間
企
業

等
）
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

女
性
が
活
躍
で
き
る	

	
	

ま
ち
を
目
指
し
て

　

働
く
場
面
に
際
し
て
女
性
が
働

く
に
あ
た
り
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

て
い
る
と
は
い
え
な
い
現
状
の
な
か
、

急
激
な
人
口
減
少
局
面
に
お
い
て
将

来
の
労
働
力
不
足
の
懸
念
や
人
材
の

多
様
性（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）の
確
保

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
女
性
の

活
躍
は
不
可
欠
で
す
。

女
性
が
輝
く
と
、
日
本
が
輝
く

　
「
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
社
会
」。

そ
れ
は
、女
性
が
家
庭
や
職
場
、地

域
の
中
で
、
力
を
発
揮
し
、
日
々

充
実
し
た
暮
ら
し
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
社
会
。
女
性
が
い
き
い
き

と
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
る

こ
と
は
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
く
、

そ
し
て
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
度
は
旧
来
の
労
働
慣
行
や
意
識
を
変
え
、
女
性
も
男
性
も
多
様
な

暮
ら
し
や
働
き
方
が
可
能
な
社
会
形
成
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
性
別
に
関

わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が
活
躍
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
実
現

す
る
た
め
に
は 

行
政
だ
け
で
な
く
、市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取

組
が
必
要
で
す
。こ
の
機
会
に
、私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。

　
　
男
女
で
サ
ン
カ
ク
。

　
　
　
　
社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。」

6 月は男女共同
参画推進月間

特集  6 月は男女共同参画推進月間
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～韮崎市男女共同参画推進委員会の取り組み～
はじめよう！男女協働のまちづくり

　平成 11 年 6 月に制定・施行した男女共同参画基本法から 17 年が経過しました。そこに示された「家庭や
地域や職場の中で、男女が互いの人権を尊重しながら、共に新たな価値を創造し、あらゆる分野でそれぞれの
能力を最大に発揮して、共に責任を負う社会の実現を目指す」理念のもと、韮崎市はこれまで家庭・地域・職
場などの分野で男女が対等なパートナーとして尊重され、社会のあらゆる分野に参画できる男女共同参画社会
の形成に取り組んできました。しかしながら、まだまだ固定的な性別役割分担の意識や慣習など『不当な性差』
が改まらない現状です。そこで韮崎市は、「男女が互いに認め合い、協働するまち・にらさき」を目指し、平成
24 年度に「共同から協働への転換」を図り、『男女協働のまちづくり』を主テーマに取り組んでいます。つま
り、理念に基づいた不当な性差の改善活動も大切ですが、それらに関する社会や若者の意識や生活の変化を捉
え、今、私たちが居住するまちの身近な問題の「防災・減災」や「景観」に男女協働で取り組むことになりま
した。そして平成 28 年度は新たに「環境」をテーマに推進委員会が取り組みます。
多くの市民の皆さんと共に考え、行動することを目指します。

平成 27 年度の具体的な取り組み内容（実績）
テーマ「景観のまちづくり」
① 男女共同参画に関する基本的学習
② 男女共同（協働）の視点で捉えた地域内の「景観」　に

関する学習及び実態調査
③ 男女共同参画の啓発を目的とした円野町「かかし祭　

り」への参加
④他市男女共同参画推進委員会との交流
⑤男女共同参画モデル家庭の認定
⑥男女共同参画フォーラムの開催
⑦ 活動の成果を踏まえた男女共同施策に関する市長へ　

の提言
※特集記事の監修
　市男女共同参画策定・推進アドバイザー
　山梨大学客員教授　向山　建生 氏

■日　　時　6 月 18 日（土）13 時 30 分から
■会　　場　甲府市総合市民会館（甲府市青沼 3-5-44）
■基調講演　岩川 ありさ氏（東京大学リベラルアーツ・プログラム教務補佐）
■ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ　岩川 ありさ氏、新谷 百合香氏、菅沼 祐介氏、西鍋 早葵氏
■申し込み・問い合わせ　山梨県 県民生活・男女参画課　☎ 055-223-1358

やまなし 男（ひと）と女（ひと）とのフォーラム
「マンガから読み解く女（ひと）と男（ひと）・社会の変化」を開催

　
本
年
度
は
「
環
境
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
男

女
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
活
動
の
成
果
は

来
年
予
定
の
「
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
発
表
し
ま
す
。こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
行
う
寸
劇
は
毎

年
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
好

評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
本
年
度

も
楽
し
く
わ
か
り
易
い
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
き
た
今
、
一
人
ひ
と
り
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
地
域
活
性

化
に
お
い
て
重
要
な
課
題
で
す
。

私
た
ち
韮
崎
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会
で
は
活
動
を
通
し
て
地

域
活
性
化
の
一
役
を
担
え
る
よ
う

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
ご
理
解

及
び
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

韮
崎
市
男
女
共
同
参
画	

	
	

	

推
進
委
員
会

 	

委
員
長 

功
刀
正
広
さ
ん

実際にまちなかを歩いて、景観という視点から建物
や構築物等の調査を実施した際の様子

特集  6 月は男女共同参画推進月間
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熊本地震被災者支援

災
害
は
い
つ
く
る
か
、わ
か
ら
な
い
！

　4 月 22 日（金）に、韮崎市からペットボトル
の水 80 ケース（500ml、1，920 本）、市内企業
よりダンボールの簡易間仕切り 60 枚とダンボー
ルベッド 19 個が白根運送株式会社様により熊本
県御船町へ届けるため出発し、4 月 24 日（日）に
被災地の物資供給所に届けられました。
　また、本市では 4 月 18 日から熊本地震により
被災された方々への支援募金活動を行っています。
現在も、義援金の受付を継続していますので、引
き続き皆さんの温かいご支援をお願いします。

■これまでの義援金総額
　2,997,190 円（4 月 28 日現在）
※ 義援金は、確定申告の際の控除の対象となり、希

望者には義援金採納証明書を発行しています。
■継続受付期間　6 月 30 日（木）まで
■受付場所
　 市役所受付・福祉課窓口・市民交流センター（ニ

コリ）・韮崎市立病院・韮崎市老人福祉センター・
保健福祉センター・東京エレクトロン韮崎文化
ホール・ゆ～ぷるにらさき

■問い合わせ
　福祉課 社会福祉担当（180）
　総務課 防災交通担当（339）

被災地復興を願って～韮崎から熊本へ～

木
造
住
宅
の
耐
震
に
対
す
る

各
種
制
度
の
ご
案
内

　
熊
本
を
中
心
に
起
き
た
大
地
震

で
は
、
多
く
の
建
物
が
倒
壊
、
半

壊
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
け
る
東
海
地
震
の
最

大
震
度
は
6
弱
と
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
56
年
以
前
に
建
設
さ

れ
た
建
物
は
地
震
発
生
時
、
建
物

倒
壊
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
必
ず

無
料
耐
震
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

無
料
木
造
住
宅
耐
震
診
断

■
対
象
住
宅

◎ 

昭
和
56
年
以
前（
旧
耐
震
基
準
）

に
建
築
さ
れ
た
木
造
個
人
住
宅

　
※
共
同
住
宅
を
除
く

◎ 

2
階
以
下
で
、延
床
面
積
3
0
0

㎡
以
下
の
住
宅

◎ 

併
用
住
宅
の
場
合
は
、
過
半
が

居
住
部
分
の
も
の

■
診
断
内
容

　
市
が
委
託
し
た
診
断
者
が
訪
問

し
、
住
宅
の
目
視
診
断
・
聞
き
取

り
な
ど
を
行
う
2
時
間
程
度
の
調

査
で
す
。

耐
震
改
修
設
計
費
助
成

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
不
足

と
判
断
さ
れ
た
住
宅
の
耐
震
改
修

設
計
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※ 

設
計
費
用
の
3
分
の
2
以
内
で

上
限
20
万
円

耐
震
改
修
費
助
成
を
増
額

　
市
で
は
、耐
震
診
断
の
結
果
、耐

震
不
足
と
判
断
さ
れ
た
住
宅
の
耐

震
改
修
工
事
に
対
し
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
80
万
円

だ
っ
た
上
限
額
を
、1
2
0
万
円

に
増
額
し
ま
し
た
。

※ 

補
助
率
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

※ 

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
の
場
合

は
上
限
24
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

解
体
工
事
費
助
成

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危

険
が
あ
る
住
宅
を
解
体
す
る
場
合

費
用
の
10
分
の
1
以
内
を
助
成
し

ま
す
。

※
上
限
10
万
円

■
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課 

建
築
営
繕
担
当

�

（
内
線
2
4
4
）
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蛇口から安心をとどけ　未来まで

時　間 午前 9：00~11：00

曜　日 第 3 土曜日 第 4 土曜日

搬入できる
地区

一ツ谷、水神、本
町、栄、富士見ヶ
丘、中央町、若
宮、富士見、中
島、岩下、上ノ
山、穂坂、藤井、
中田、岩根地区

穴山町、円野町、
清哲町、神山町、
上祖母石、下祖
母石、旭町、大
草町、龍岡町

　生活の一部として、あたりまえのように使われている水道。蛇口をひね
れば、いつでもどこでも簡単に出てくる「安全でおいしい水」を供給する
ため、水源地から蛇口まで多くの人が関わり、日々の生活や産業を支えて
います。あまりに身近で、気にかけることが少ない水道水ですが、近年、地
震等の災害に強い水道づくりが必要になってきています。水道の大切さに
ついて、この水道週間を機会に考えてみませんか。

■水道管の耐震化工事へのご協力とご理解を
　市では、平成 24 年度より水道管の耐震化工事を行っております。
水道の総管路のうち、特に重要とされる管路（76.9km）を基幹管路と定
め、平成 24 年度から平成 33 年度までの 10 年間に、この基幹管路の耐震
化を計画的に実施しています。工事に際しまして、交通や騒音等でご迷惑
をお掛けしますが、ご理解ご協力をお願いします。

■メーター検針にご協力を
　水道メーターの検針を、2 ヶ月ごとに行っております。安全で正確な検針ができるよう、次のことに注意し
てメーターまわりを一度点検してください。
①メーターボックスの上に、物をおかない。②メーターボックスの中や周りをきれいにする。
③犬は放し飼いにせず、出入口やメーターボックスから離れた場所につなぐ。

■宅内の漏水チェックを !
　漏水かな ? と思ったときは、家中のすべての蛇口を閉めた状態で、水道メーターに
ついているパイロットを確認してください。パイロットが回っていれば、どこかで水
漏れが発生していますので、次の連絡先へ、すぐに修理を依頼してください。
☆漏水修理の際の連絡先　韮崎市上水道工事協同組合　☎ 22-3136

■問い合わせ　上下水道課 水道管理担当（内線 616・617）

6月1日から7日は水道週間

　
広
報
4
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た

と
お
り
、
エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お
か

へ
の
「
ご
み
の
自
己
搬
入
日
」
の

日
程
が
左
記
の
表
の
と
お
り
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

　
地
区
に
よ
り
第
3
土
曜
日
と
第

4
土
曜
日
で
搬
入
で
き
る
日
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
各
ご
家
庭
に
配

布
さ
れ
た
「
ご
み
・
資
源
物
収
集

日
程
表
」
を
確
認
の
上
、
該
当
す

る
週
の
土
曜
日
に
搬
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
自
己
搬
入
の
注
意
点

・ 

免
許
証
に
よ
り
市
民
で
あ
る
こ

と
及
び
地
区
の
確
認
を
し
ま
す

・ 

搬
入
で
き
る
ご
み
は
、
日
常
生

活
に
よ
り
家
庭
か
ら
生
じ
た
可

燃
及
び
不
燃
ご
み
の
ほ
か
、
可

燃
及
び
不
燃
粗
大
ご
み
が
対
象

で
す
。

・ 

受
付
時
、
係
員
の
指
導
に
よ
り

搬
入
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
の
で
、
指
示
に
従
い
搬
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

・ 

普
通
乗
用
車
、
軽
自
動
車
以
外

で
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
課 

環
境
政
策
担
当

�

（
内
線
1
3
1
・
1
3
2
）

ご
み
の
自
己
搬
入
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

7
月
1
日
か
ら
ト
イ
レ
の
汲

み
取
り
料
金
が
1
ℓ
あ
た
り
9

円
か
ら
13
円
と
な
り
ま
す
。

※ 

し
尿
処
理
場
へ
の
持
ち
込
み

処
理
金
額
は
、従
来
と
同
じ
く

50
銭
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
内
許
可
事
業
社

に
お
い
て
準
公
共
料
金
的
性
格

を
考
慮
し
、7
年
間
料
金
を
据
え

置
い
て
お
り
ま
し
た
が
、収
集
先

の
減
少
や
車
両
の
維
持
経
費
な

ど
の
値
上
が
り
を
現
行
料
金
の

水
準
で
吸
収
す
る
こ
と
が
困
難

な
た
め
、料
金
改
定
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
ホ
ー
ス
の
長
さ
を
延
長

す
る
な
ど
作
業
上
困
難
な
場
所
に

つ
い
て
は
1
ℓ
あ
た
り
1
円
が
加

算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

汲
み
取
り
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

パイロット
このコマが回るかどうか、しば
らく見てください。

「出典（公社）日本水道協会」
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　平成 28 年度の一般会計当初予算と各種主要事業につきましては広報 4 月号
にてお知らせしましたので、今回は予算の推移を年度ごとに見ていきます。

　市税については、前年度から引き続き緩
やかに増加しており、前年度比で約 5 千
万円の増額、地方交付税については、前年
度とほぼ同程度見込んでいます。
　市債借入額については、前年度に引き続
き甘利小学校大規模改修事業や市民交流
センター改修事業等の投資的経費の増加
に伴い約 3 億円増加する見込みです。
　なお、歳入に占める自主財源（市税や使
用料等の市が自主的に収入を得ることが
できる財源） 比率については、市税収入や
繰入金が増加しているものの、予算総額が
大きく増加（前年度比 7 億 5 千万円）し
ているため、前年度比で 0.8％減少し、
44.2％となっています。 

韮
崎
市
の
財
政
状
況
を
公
表

　
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
6
月
と

11
月
の
広
報
に
よ
り
公
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算
の
編
成
状
況
の
ほ
か
、
平
成
27
年
度
最
終
予
算
の
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

平成 28年度当初予算状況

主な歳入の経緯

歳入予算額の推移
14,000

（単位：百万円）

12,000

10,000

8,000

6,000

26年度
12,660

27年度
13,070

28年度
13,821

4,000

2,000

0

その他
市債
繰入金
県支出金
国庫支出金
地方交付税
地方譲与税等
市税

685 683
1,393
861
834
1,501

2,722

744

4,332

1,125
1,159
828
1,335

2,620

593

4,315

806
1,697
927
909
1,533

2,723

844

4,382

0 0

6,000
百万円 自主財源比率%

26年度（予算） 27年度（予算） 28年度（予算）

60

5,000 50

4,000 40

3,000 30

2,000 20

1,000 10

 自主財源比率  普通交付税

 市税  市債
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歳出予算額【目的別】の推移

歳出予算額【性質別】の推移

市の経費を行政目的によって分けた場合

市の経費を経済的性質によって分けた場合

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

6,000

4,000

0
26年度
12,660

27年度
13,070

28年度
13,821

（単位：百万円）

庁舎や財産の維持管理、税金の収納、戸籍管理、
選挙、統計などの経費

議会費 市議会運営のための経費

総務費

民生費 高齢者や障害者の福祉サービス、子育て支援、
保育所、生活保護などの経費

衛生費 環境保全、ごみ処理、疾病予防、健康増進などの経費
農林水
産業費

農林水産業の振興を図るための支援や
生活基盤整備などの経費

土木費 道路や河川、公園などの整備・維持管理のための経費
消防費 消防団や消防施設などの災害対策のための経費

教育費 小・中学校、生涯学習、スポーツ振興などの
教育関係経費

公債費 市債（市の借金）の元金・利子を支払うための経費
商工費 商工業や観光の振興などの経費
労働費・

他
労働者福祉対策、雇用対策などに関する経費
他

171

1,530

4,239

1,662

534

1,252
427
1,236

1,402
207

180

1,390

4,256

1,605

622

1,352
453

1,691

1,355
166

161

1,696

4,402

1,588

714

1,463

479

1,556

1,466
296

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
26年度
12,660

27年度
13,070

28年度
13,821

（単位：百万円）

人件費 市の職員の給料や各種委員の報酬等の経費

物件費 指定管理委託料・光熱水費等の需用費、
臨時職員等の賃金など、消費的性質をもつ経費

扶助費 生活保護、児童手当、医療費助成など
住民福祉を支えるための経費

補助費等 峡北広域行政事務組合といった組合や
各種団体への負担金、補助金の経費

普通建設事
業費

道路や水路整備や市営住宅改修といった
工事等の経費

公債費 市債（市の借金）の元金・利子を支払うための経費

繰出金 国民健康保険特別会計、下水道事業特別
会計等の運営を支援する経費

積立金 基金（市の貯金）に預ける経費
維持補修費・

他 建物や備品を修理する経費　他

168
1,402

1,402

763

2,397

2,013

2,485

2,030

230
1,550

1,355

1,469

2,025

2,202

2,351

1,888

288

1,584

1,466

1,964

2,048

2,177

2,411

1,883

　総務費は、市民交流センター改修事業等によ
り、前年度比約 3 億 1 千万円増加しています。
民生費については保育園再編整備事業等により
前年度比約 1 億 5 千万円増加しています。商工
費については、赤ワインの丘プロジェクト推進
事業に伴うインフラ整備により前年度比約 1 億
3 千万円増加しています。一方、教育費につい
ては前年度比で約 1 億 4 千万円減少していま
す。これは、今年度も引き続き行う甘利小学校
大規模改修事業費が前年度比約 1 億 6 千万円減
少するためです。

　前年度から引き続き行う甘利小学校大規模改
修事業、堀切橋拡幅整備事業や今年度からの新
規事業である市民交流センター改修事業、大村
美術館増築事業等により普通建設事業費が前年
度比約 5 億円増加しています。
　また、平成 24 年度に借入れた減収補填債 12
億円の元金償還が始まることなどから公債費が
約 1 億 1 千万円増加しており、龍岡地区の圃場
整備に伴う大規模な埋蔵文化財の発掘調査を行
うため、物件費が前年度比約 6 千万円増加して
います。
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特別会計と企業会計の平成 28 年度当初予算状況

地方債（市の借金）残高の状況

平成28年度当初予算における市民一人当たりの市民サービス額と市税負担額

　一般会計の市債の残高については増加する見込み
ですが、これは、平成 28 年度投資的事業の増加に
伴う市債発行額の増や、普通交付税の代替財源であ
る臨時財政対策債の発行額が年々増加しているため
です。しかし、臨時財政対策債は後年度において元
利償還金（借金返済額）が地方交付税にて補填され
るため、「うち交付税で補てんされる額」も増加して
います。
　その他の会計については、ほぼ横ばいとなってい
ます。なお、市債は市の借金ですので、発行につい
てはより一層の注意を払っていきます。 

特
別
会
計

企
業
会
計

（単位：千円）

特別会計名 予算額 うち一般会計繰入金
国民健康保険 3,642,703 295,609
後期高齢者医療 287,043 83,964
簡易水道 64,861 6,163
下水道事業 1,324,353 557,494
介護保険 2,461,093 378,204

（単位：千円）

企業会計名 区　分 予算現額 収入のうち
一般会計補助金 収益的収支補てん財源 資本的収支補てん財源

韮崎市立
病院事業

収益的収入 2,348,585

204,290 過年度損益勘
定留保資金 36,952

収益的支出 2,682,321
資本的収入 143,056
資本的支出 180,008

韮 崎 市
水道事業

収益的収入 904,518

259,193

当年度消費税
及び地方消費
税資本的収支
調整額　

17,152
収益的支出 904,518

資本的収入 333,048 過年度損益勘
定留保資金　 186,265

資本的支出 536,465

（単位：千円）

特別会計名 予算額 うち一般会計繰入金

介護サービス事業 13,352 5,840

恩賜林保護財産区
（第一鈴嵐外5会計） 1,873 ー

青木御座石財産区 377 ー

※一般会計歳出総額を 4 月 1 日現在の人口（30,404 人）で割った額を市民サービス額としています。
※市税総収入額を 4 月 1 日現在の人口で割った額を市税負担額としています。

市民サービス額
454,578 円

市税負担額
144,137 円

固定資産税
72,439 円

市民税
58,710 円

軽自動車税　3,071 円
入湯税　　　　414 円

都市計画税　　1,163 円

～
市たばこ税　　8,340 円

26 年度
298億円

27年度（予定）
296億円

市債残高　億円

350

300

250

200

150

100

50

0

病院
水道
下水道 実質償還残高

一般会計

交付税で補てんされる額

うち臨時財政対策債

28年度（予定）
304億円

169 174

96

25

8

167 175

96

25

8

124 121

175 180

96

25

8

124

63 7167

平成 27 年度（見込）
市民一人あたりの借金残高は 97 万 5 千円（対前年度比 4 千円増）
交付税で補てんされる額を除く残高は 39 万 9 千円（対前年度比 6 千円減）となり、
補てんされる額を除く残高は減少しています。
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平成 27 年度最終予算状況

平成 27年度最終予算状況

平成28年3月31日現在（単位：千円）

会計名 最終予算現額 支出済額 差引額

一般会計 13,351,026 9,327,174 4,023,852

特別会計 7,996,027 6,824,227 1,171,800

内
　
訳

国民健康保険 3,958,555 3,395,370 563,185

後期高齢者医療 273,507 213,540 59,967

簡易水道 16,163 9,848 6,315

下水道事業 1,345,453 1,163,355 182,098

介護保険 2,386,941 2,028,459 358,482

介護サービス事業 13,237 12,566 671

恩賜林保護財産区
（第一鈴嵐外５会計） 1,467 536 931

青木御座石財産区 704 553 151

合　　　　計 21,347,053 16,151,401 5,195,652

企業会計 区分 予算現額 執行済額 資本的支出等補てん財源 業務量

韮崎市立
病院事業

収益的収入 2,346,553 2,334,462 過年度損益勘定
留保資金 50,103

延患者数(人)　

収益的支出 2,660,152 2,578,761 入　　院
うち介護
外　　来

計

48,716
5,563

76,408
125,124

資本的収入 49,388 49,387 当年度消費税及
び地方消費税資
本的収支調整額

307
資本的支出 100,712 99,797

韮 崎 市
水道事業

収益的収入 947,892 914,548 過年度損益勘定
留保資金 233,857 配水量(㎥)

有収水量(㎥）
給水戸数(戸）
給水人口(人)

5,059,293
3,113,413

11,664
26,863

収益的支出 952,676 888,326

資本的収入 366,994 318,744 当年度消費税及
び地方消費税資
本的収支調整額

19,373
資本的支出 614,807 571,974

平成27年度主な繰越事業 　（単位：千円）
事業名 金額

甘利小学校大規模改修事業 309,509

年金生活者等支援臨時福祉給付
金給付事業 94,976

定住対策促進事業 67,361

堀切橋拡幅整備事業 43,400

情報システム管理事業 21,708

県営農業競争力強化整備事業 20,000

県営畑地帯総合土地改良事業 14,050

その他（小学校施設管理事業、県
営中山間地域総合整備事業　等） 16,010

繰越事業費計 587,014
　予算は年度ごとに決められていますが、特殊な事情等で年
度内に支出できない場合、議会の承認を経て翌年度に予算
を執行することができます。これを予算の繰越といいます。
　27 年度の繰越事業は、主に平成 27 年度国の補正第 1 号
により事業が採択され、国の予算繰越等に併せて繰越すも
のです。

（単位：千円）

選挙権年齢が 18歳以上に！
   公職選挙法の改正があり、将来を担う若い世代の声をこれまで以上に政治
に取り入れていくために、6 月 19 日の後に公示される国政選挙（夏に予定さ
れている参議院議員通常選挙）から選挙権年齢が 20 歳以上から 18 歳以上に
引き下げられます。韮崎市では約 700 人、全国でおよそ 240 万人の 18 歳、
19 歳の皆さんが投票できることになります。
■総務省ウェブサイト「18 歳選挙」
　http://www.soumu.go.jp/18senkyo/
■問い合わせ
　韮崎市選挙管理委員会事務局 市役所総務課内　（内線 332 ～ 334）
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カテゴリー 参加料
チャンピオン（高校生以上）

6,500 円ロード

Ａ 高校生～ 29 歳
Ｂ 30 ～ 39 歳
Ｃ 40 ～ 49 歳
Ｄ 50 ～ 59 歳
Ｅ 60 歳～
Ｆ 女子

ＭＴＢ 男子（高校生以上）
女子（高校生以上）

ジュニア 中学生（男女） 3,500 円
小学 5・6 年生（男女） 3,000 円

　
J
1
の
ス
テ
ー

ジ
で
連
続
4
シ
ー

ズ
ン
目
を
迎
え
、

さ
ら
な
る
躍
進
を

目
指
す
ヴ
ァ
ン

フ
ォ
ー
レ
甲
府
を
、

市
民
一
体
と
な
っ
て
応
援
す
る
た

め
、
韮
崎
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
サ
ン

ク
ス
デ
ー
に
市
民
の
皆
さ
ん

2
0
0
人
を
招
待
し
ま
す
。　

  

　

ま
た
、
試
合
の
エ
ス
コ
ー
ト 

キ
ッ
ズ
も
同
時
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　
7
月
30
日
（
土
）

　
18
時
キ
ッ
ク
オ
フ

■
会
場　
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

招
待
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
6
月
14
日
（
火
）
か
ら
次
に

よ
り
先
着
順
に
配
布
し
ま
す
。

●
市
役
所
3
階 

企
画
財
政
課

　
平
日
8
時
30
分
～
17
時

●
一
人
2
枚
ま
で

※ 

た
だ
し
一
世
帯
（
家
族
）
5
枚

を
上
限
と
し
ま
す
。

※ 

招
待
券
が
な
く
な
り
次
第
終
了
。

※ 

席
を
確
保
し
て
観
戦
す
る
場
合

は
、
子
ど
も
で
も
チ
ケ
ッ
ト
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
の
募
集

■
募
集
人
数　
22
名

　
（
年
長
児
～
小
学
校
2
年
生
）

※ 

チ
ー
ム
及
び
選
手
の
選
択
不
可
。

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
一
世

帯
1
名
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

抽
選
に
よ
り
決
定
。

■
申
込
受
付
・
抽
選
日

　
6
月
14
日
（
火
）
19
時
ま
で
に

市
役
所
別
館
3
階
3
0
1
会
議

室
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

※
時
間
に
い
な
い
場
合
は
無
効
。

■
そ
の
他
の
注
意
事
項

※ 

試
合
当
日
は
保
護
者
同
伴
で
、

現
地
集
合
・
解
散
と
な
り
ま
す
。

※ 

ス
タ
ン
ド
で
観
戦
の
場
合
、
別

に
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課 

企
画
推
進
担
当

�

（
内
線
3
5
5
～
3
5
7
）

　ヒルクライムは、山地や丘陵など、自然の地形を活かした登坂コー
スでタイムを競う自転車競技です。
　韮崎・甘利山大会は、コース距離 11.7km、標高差 1,138m、平
均勾配 9.5％を誇り、シリーズ屈指のコースとの評価を得ています。
　年齢、性別、車種ごとに参加部門［カテゴリー］が選べ、『武田の
里・にらさき』にふさわしい賞も多数ご用意していますので、多く
の皆さんのご参加をお待ちしています。
　真夏の激坂に果敢にチャレンジしてみませんか！？

■開 催 日　7 月 17 日（日）　※ 7 月 16 日（土）受付
■会　　場　みだい体育センター（社会福祉村内）
■エントリー締切　6 月 27 日（月）まで
　エントリーは→ http://nirasaki.wizspo.jp/
　※先着順・定員に達し次第、締め切らさせていただきます。
■カテゴリー・参加料

■問い合わせ　商工観光課 観光担当　（内線 213・214）

～甲斐の国     激坂決戦～
戦国ヒルクライム       韮崎・甘利山IN戦国ヒルクライム       韮崎・甘利山ニーラがあなたの

願いを叶えます !
　魔法の力によって私たちの「夢や願
い」をかなえてくれる不思議なカエル
“ ニーラ ”。今年もみなさんの「夢や
願い」を叶えます！
■応募期間
　6 月 1 日（水）～ 9 月 16 日（金）
■応募対象者
　本年 4 月 1 日以降、引き続き市内
に住民登録されている方
■応募方法
　地域情報発信センター（ニコリ 1
階）・市役所（2 階商工観光課）で配布
している応募用紙に必要事項をご記
入の上、応募 BOX に投函して下さい。
※ 応募の際には用紙の裏面を熟読の

上、ご応募ください。
■当選者数　3 名
■当選者の発表　
　10 月 9 日開催のふるさとまつりで
発表します
※ 実現可能な夢や願いを選考させて

いただきます。

■問い合わせ
　韮崎市観光協会
　☎ 22-1991

浦和レッズ戦・ホームタウンサンクスデー
観戦希望者・エスコートキッズを募集
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忘
れ
ず
に
受
給
の
手
続
き
を
!

※特別児童扶養手当は、平成 28 年 8 月支払（平成 28 年 4 月分 ~7 月分）から変更になります。
※ 特別障害者手当・障害児福祉手当は、平成 28 年 5 月支払（平成 28 年 2・3 月分は変更前の額、平成 28 年 4 月分は変更後の額）か

ら変更になります。

　
児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
受
給

者
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
確
認
し
、

適
正
に
児
童
手
当
を
支
給
す
る
た

め
に
大
変
重
要
な
届
出
で
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
無
い
場
合
は
、

支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
提
出
の
対
象
者

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
全
て
の
方（
公
務
員
を
除
く
）。

　
対
象
者
に
は
「
現
況
届
」
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
必
ず

提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

5
月
以
降
に
初
め
て
韮
崎
市
に

て
申
請
し
た
方（
5
月
に
第
一

子
が
生
ま
れ
た
方
、ま
た
は
5

月
に
転
入
し
た
方
）は
対
象
外

で
す
。

■
提
出
書
類

・ 

現
況
届

・ 

受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

（
国
民
健
康
保
険
の
方
は
不
要
）

・ 

平
成
28
年
1
月
2
日
以
降
韮
崎

市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住

所
地
に
て
取
得
し
た
平
成
28
年

度
所
得
課
税
証
明
書

※ 

市
町
村
に
よ
り
取
得
で
き
る
時

期
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限

　
6
月
30
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課 

子
育
て
支
援
担
当

　
　
　
（
内
線
1
7
5
・
1
7
9
）

児
童
手
当
の
現
況
届

麻しん（はしか）に
ご注意ください !

　麻しんは毎年春から夏にかけて流行します。

麻しんとは・・・
　感染力が非常に強く、感染すると発熱や咳、鼻
水などの風邪症状が現れ、高熱と発疹を伴う感
染症です。

予防するには・・・
　予防接種が有効と言われています。なお、公
費接種の対象年齢は下記のとおりですので、で
きる限り早めの接種をお願いします。

■対象者
麻しん風しん混合ワクチン
1 期　生後 12 ヶ月 ~24 ヶ月未満
　　　（2 歳の誕生日前日まで）
※ 1歳になったら、なるべく早く接種をお願い

します。
2期　小学校就学前の1年間
　　　（年長児）
※ できる限り6月までに接種

をお願いします。
※ 対象者には予診票を送ら

せていただきました。
■問い合わせ
　保健課 健康増進担当　☎ 23-4310

特
別
児
童
扶
養
手
当
･
特
別
障
害
者
手
当
･

障
害
児
福
祉
手
当
の
額
を
変
更

　
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動

や
、
国
民
年
金
法
等
の
改
正
に
よ

る
手
当
額
の
特
例
水
準
の
解
消
に

伴
い
、
平
成
28
年
度
の
手
当
額
が

表
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障

害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
の

受
給
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
、
所
得

状
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

8
月
上
旬
に
対
象
者
の
方
へ
、

市
か
ら
届
出
用
紙
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
指
定
期
日
ま
で
に
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
所
得
状
況
届
の
提
出
が
な
い
場

合
に
は
、
8
月
以
降
の
手
当
が
差

し
止
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
担
当

�

（
内
線
1
8
2
・
1
8
3
）

平成 27 年度
（平成 28 年 3 月分まで）

平成 28 年度
（平成 28 年 4 月分から） 支給月

特別児童扶養手当（1 級） 51,100 円 51,500 円
4・8・11 月

特別児童扶養手当（2 級） 34,030 円 34,300 円

特別障害者手当 26,620 円 26,830 円 2・5・8・11 月

障害児福祉手当 14,480 円 14,600 円 2・5・8・11 月

ワクチン
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
実
施
状
況

　
平
成
27
年
度
に
実
施
し
た

集
落
の
活
動
状
況
を
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
実

施
要
領
第
12
及
び
同
実
施
要

領
の
運
用
第
16
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　
　
　
平
成
28
年
6
月
1
日

■
概
要

　
平
地
に
比
べ
自
然
的
・
経

済
的
・
社
会
的
条
件
が
不
利

な
中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
、

農
業
者
の
高
齢
化
・
耕
作
放

棄
地
の
増
加
が
深
刻
化
す
る

中
、
担
い
手
農
業
者
の
確
保

や
農
地
の
多
面
的
機
能
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
集
落
の
取
組
に
対
し
、

国
・
県
・
市
が
支
援
す
る
制

度
で
す
。

■
要
件

　
特
定
農
山
村
法
な
ど
の
地

域
振
興
8
法
地
域
の
傾
斜
農

用
地
を
対
象
に
、
該
当
す
る

集
落
と
市
が
5
年
以
上
継
続

し
て
行
わ
れ
る
農
業
生
産
活

動
等
を
定
め
た
集
落
協
定
を

締
結
し
、
取
組
み
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
課 

農
林
振
興
担
当

�

（
内
線
2
2
3
）

地域区分 協定集落名 認定年月日
協定参加者数（人）協定農用地 交付金額

（円）
配分割合（%）

農業生産活動等の実施状況農業者 非農業者 面積（㎡） 共同活動 農業者

特認地域 三ツ澤 H27.9.25 105 30 143,069 2,403,559 100 0
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り、景観作物の作付け等

特認地域合計（A） 105 30 143,069 2,403,559

法指定地域

折　居 H27.9.25 45 8 108,247 1,818,549 50 50
・耕作放棄地対策等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り等

御　杉 H27.9.25 32 1 98,499 1,654,783 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り等

中　谷 H27.9.25 50 10 133,612 3,423,942 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り等

青　木 H27.9.25 59 65 113,600 1,908,480 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り等

武　田 H27.9.25 40 0 92,468 1,553,462 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り、景観作物の作付け等

北宮地 H27.9.25 45 33 166,297 2,793,789 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り、景観作物の作付け等

鍋　山 H27.9.25 49 0 214,723 3,607,346 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り、景観作物の作付け等

上円井 H27.9.25 61 0 267,302 4,490,673 60 40
・耕作放棄地対策等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り等

下円井 H27.9.25 30 6 63,194 1,061,659 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り等

入戸野 H27.9.25 26 0 75,358 1,266,014 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り等

法指定地域合計（B） 437 123 1,333,300 23,578,697
総　合　計（A）+（B） 542 153 1,476,369 25,982,256

■農地の賃借料を公表
　平成 27 年１月から 12 月までに締結（公告）さ
れた賃貸借における賃借料水準（10a 当たり）を別
表 2 のとおり公表します。
※ この情報はあくまで参考であり、実際の契約に関

する賃貸料は、貸し手・借り手がよく話し合いの
うえ決めてください。

■問い合わせ
　農業委員会事務局（内線 226）

■農作業雇用労賃【標準額】を決定
　平成 28 年度の農作業雇用労賃【標準額】を別表
1 のとおり決定しました。
※ 標準的な料金を示すものであり、圃場条件や作業

条件など勘案して当事者間の協議により決定する
ことを前提としています。作業項目にない作業に
ついても協議のうえで決定してください。

韮崎市賃借料情報 平成28年度農作業雇用労賃一覧表【標準額】別表2 別表1
対象の部 地域名 平均額 最高額 最低額 データ数
田（水稲）

韮崎市
内全域

8,100 円 14,800円 4,900 円 67
畑・普通畑 10,100円 19,200円 1,900 円 43
畑・樹園地

（桃・葡萄・林檎） 13,500円 28,200円 1,100 円 63

畑・樹園地
（その他果樹）

牧草畑
※ 1 データ数は、集計に用いた筆数です。
※ 2 斜線部分は、データ数が少ないため算出できません。

5 件以上のデータを基に算出しています。
※ 3 賃借料は、算出結果を四捨五入し 100 円単位で表したものです。

区分 作業内容 標準額

耕耘
耕起 8,000 円

代掻（耕起してある場合） 8,000 円
代掻（耕起してない場合） 1,6000 円

機械田植え 8,000 円
稲刈り（バインダー） （ヒモ代別） 8,000 円

脱穀機 （自脱） 8,500 円
コンバイン作業 刈取り脱穀（ヒモ代別） 16,500 円

乾燥・籾摺り
（30kg）

（米）乾燥 600 円
（麦）乾燥 700 円

籾摺り 300 円
一般農作業 1 日（8 時間） 7,200 円

※機械作業は、燃料代を含むものとします。
※乾燥・籾摺り、一般農作業以外は 10a 当りです。
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農地の転用には許可が必要です!

　農用地区域の農地を、農業以外の目的に利用するためには、農業
委員会における転用手続きを行う前に、農用地区域から除外する必
要があります。
　ただし、転用目的・申請地・所有地等の状況によっては除外でき
ない場合がある他、今回の受付は、農振除外後早期の転用が確実で、
転用目的が明確であるものに限られます。
■申出受付期間　7 月 15 日（金）~7 月 29 日（金）
■申 出 方 法　 農林課窓口・市ホームページにある申出書に、添

付書類を添えて提出してください。
■除 外 要 件　 次の 5 つの除外要件を全て満たすものに限り受付

します。
　１.  農用地区域（申出地）以外に農振除外地・宅地・雑種地等、代替すべき土地を所有していないこと。
　２.  農用地区域内における農用地の集団化、農作業の効率化、その他農業上の利用に支障を及ぼす恐れがな　　

いこと。
　３.  担い手農業者等に対し、大規模な除外により、安定的な営農、経営する一団の農用地の集団化、農地の　　

利用集積に支障を及ぼさないこと。
　４.  農用地区域内の農業用排水施設の分断や、排水の阻害等、農業用施設の機能に支障を及ぼす恐れがない　　

こと。
　５.  国の直轄又は補助による土地改良事業、又はこれに準ずる事業で農業用排水路の新設、区画整理、農用　　

地の造成等の施工に係る区域にある場合は、事業の工事が完了した年度の翌年から起算して8年を経過　　
した土地であること。

　※ 除外申出地が農用地区域から除外されても、予定する事業計画が実施されない場合には、再度、農用地　区
域へ編入することとなります。　

■除外となるまでの期間
　農振除外が決定されるまでに相当の期間を要しています。事業計画を検討する際にはご注意ください。
■問い合わせ　農林課 農林振興担当（内線 223~225）

農用地区域除外（農振除外）の申出を受付

　
市
で
は
振
込
め
詐
欺
等
を
抑
止

す
る
た
め
、
市
内
金
融
機
関
等
と

連
携
し
て
、市
内
の
A
T
M
に
注

意
喚
起
の
た
め
の
装
置
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
「
医
療
費
・
保
険
料
・
税
金
な
ど

の
還
付
を
す
る
の
で
A
T
M
へ

行
っ
て
く
だ
さ
い
。」「
職
員
が
行

け
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
言
う

と
お
り
に
A
T
M
を
操
作
し
て

く
だ
さ
い
。」

こ
ん
な
電
話
は
詐
欺
で
す
。

　

医
療
費
や
税
金
の
還
付
金
を
、

A
T
M
の
操
作
を
指
示
し
て
振

り
込
む
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、警

察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
注
意
を
呼
び
か
け
る
た

め
、
マ
ル
チ
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
を
作

成
し
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
説

明
会
等
に
て
随
時
配
布
す
る
予
定

で
す
。

　
詐
欺
に
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課 

商
工
労
政
担
当

�

（
内
線
2
1
5
、
2
1
6
）

振
込
め
詐
欺
に
注
意
!

空き店舗・空き事業所の
有効活用を図りませんか ?
　市では、市内にある空き店舗・空
き事業所を有効活用し、地域経済の
活性化を図るため、現在使われてい
ない店舗や事業所を、利用したいと
考えている方にお貸しいただける方
を募集しています。ホームページサ
イト「韮崎市まちなか空き店舗・空
き事業所情報」に情報を掲載し、広
く情報発信を行います。登録を希望
される方は、お気軽にお問い合わせ
ください。

■韮崎市まちなか空き店舗・
　空き事業所情報ホームページ
　http://nirasaki-akitenpo.info/
■問い合わせ
　商工観光課 商工労政担当（内線 216）

畑

宅地
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株式会社テージーケーが韮崎に
4月15日（金）　企業立地協定書調印式

　韮崎市と株式会社テージーケーは、韮崎市上ノ山・穂坂地区工業団
地第 2 区画への入居に係る企業立地協定を結びました。調印式には、
内藤市長、清宮仁社長らが出席し、協定書を取り交わしました。
　株式会社テージーケーは、自動車用部品の生産工場を今後、建築す
る予定です。

100 歳を慶祝！
4月19日（火）　100歳のお祝いに深澤春江さんを訪問
　満 100 歳になられた深澤春江さんの長寿を祝い、内藤市長
がお宅を訪問しました。深澤さんは日中、毎日デイサービスへ
通っており、様々な行事にも参加しているようです。若い頃は、
老人クラブに入り、詩吟やゲートボールをやっており、体を動
かすことが好きだったそうです。
　これからも元気に長生きしてください。

NPO法人スマイル桑の実
地域活動支援センターを開所

　NPO 法人スマイル桑の実により、ハンディーキャップのある子ど
もたちの日中の活動をサポートする場所となる地域活動支援セン
ターが設置され、4 月 24 日（日）、開所式が行われました。
　当日は、子どもたちによるソーセージ作り体験が行なわれ、参加者
の皆さんで試食し、子どもたちの明るい笑顔が見られました。

韮崎市立図書館が表彰されました
4月27日（水）　文部科学大臣表彰を市長に報告

　韮崎市立図書館が『子どもの読書活動優秀実践図書館』とし
て、文部科学省から表彰をされたことを受け、その報告に加藤
館長が市役所を訪れました。
　今後も韮崎市立図書館では、様々な取り組みを実践してくと
のことです。皆さんも、ぜひ韮崎市立図書館をご活用ください。
※ 韮崎市立図書館は 5 月 10 日より、韮崎市立大村記念図書館

に改称されました。（関連記事 P15）

被災地にとどけ！園児たちの想い
5月2日（月）　白百合幼稚園

5月16日（月）山梨英和ダグラスこども園
　白百合幼稚園と山梨英和ダグラスこども園の園児の皆
さんが、熊本地震の義援金と救援物資を熊本へ届けるた
め、それぞれ韮崎市役所を訪れ、内藤市長へ義援金を託し
ました。
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5
月
10
日
、
東
京
エ
レ
ク
ト

ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
で
「
大

村
智
名
誉
市
民
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
を
み
ん
な
で
祝
う
会
」
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
祝
う
会
で
は
、
次
世
代
を
担

う
児
童
・
生
徒
か
ら
大
村
先
生

の
受
賞
を
祝
う
合
唱
や
筝
曲
の

披
露
が
さ
れ
た
ほ
か
、
こ
の
た

び
の
受
賞
を
記
念
し
て
、
韮
崎

市
立
図
書
館
の
名
称
を
「
韮
崎

市
立
大
村
記
念
図
書
館
」
に
改

称
す
る
こ
と
の
発
表
や
、
こ
れ

に
伴
う
新
し
い
看
板
も
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
ニ
ー

ラ
が
登
場
し
、
大
村
先
生
が
い

つ
も
ニ
ー
ラ
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を

身
に
つ
け
て
く
れ
て
い
る
こ
と

の
お
礼
と
し
て
、
ニ
ー
ラ
の
人

形
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
村
先
生
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

韮崎西中学校の生徒から花束が手渡されました。

大
村
智
名
誉
市
民
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
を
み
ん
な
で
祝
う
会

〜
市
民
の
皆
さ
ん
が
大
村
先
生
お
祝
い
〜

韮崎高校筝曲部からのお祝いの曲が披露され
ました。

韮崎市立大村記念図書館の看板が披露されま
した。

大村先生に会えてみんな喜んでいました。

北西小学校の児童から合唱が披露されました。
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ニ
コ
リ

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

	

問
合
せ
☎
2
2
―
1
1
2
1

お
父
さ
ん
に
手
紙
を
送
ろ
う

　
感
謝
の
気
持
ち
を
手
紙
に
書
い

て
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
期
間　
5
月
17
日
（
火
）
～

　
　
　
　
6
月
17
日
（
金
）

■
場
所　
総
合
受
付
前

■
参
加
方
法

　
専
用
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
記
入
し
、専
用
ポ
ス
ト
へ

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。（
切
手
不
要
）

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
社
交
ダ
ン
ス
か
ら
発
展
し
た
健

康
的
で
明
る
く
楽
し
い
ダ
ン
ス
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

■
日
時　
7
月
4
・
11
・
18
・

　
25
日
、
8
月
1
・
8
・
22
・

　
29
日
（
月
曜
全
8
回
）

　
13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　
1
階
音
楽
室
1

■
参
加
費　
4
，
0
0
0
円

■ 

服
装　
動
き
や
す
い
服
装
、
ダ

ン
ス
を
し
や
す
い
靴

■
定
員　
男
女
各
10
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■ 

講
師　
武
江
公
治
先
生
、
斉
藤

真
弓
先
生
、
内
藤
速
先
生

■ 

申
込　
総
合
受
付
で
申
込
書
に

参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

編
物
講
習
会

　
か
ぎ
針
を
使
っ
た
編
物
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
7
月
9
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

■
講
師　
山
梨
編
物
手
芸
の
会

■
場
所　
1
階
会
議
室
5

①
初
心
者
向
け

　
モ
チ
ー
フ
つ
な
ぎ
の
ベ
ス
ト

　
　
（
3
，
2
0
0
円
～

�

3
，
6
0
0
円
）

②
経
験
者
向
け

　
ス
テ
ッ
チ
風
前
あ
き
ベ
ス
ト

�

（
4
，
8
0
0
円
）

■
持
ち
物　
5
・
6
号
の
か
ぎ
針

■
定
員　
20
名　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■ 

申
込
方
法　
総
合
受
付
で
申
込　

書
に
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

大
村
記
念
図
書
館

	

問
合
せ
☎
2
2
―
4
9
4
6

6
月
展
示	

	
	

つ
ゆ
を
お
う
ち
で
楽
し
も
う
！

　
お
う
ち
の
中
で
楽
し
め
る
本
の

特
集
で
す
。
雨
の
日
も
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

■
展
示
期
間�

6
月
1
日
（
水
）

�
 

～
29
日
（
水
）

三
ッ
星
シ
ネ
マ
上
映
会（
無
料
）

「
六
月
燈
の
三
姉
妹
」

　
鹿
児
島
を
舞
台
に
し
た
町
お
こ

し
と
家
族
愛
が
テ
ー
マ
の
ハ
ー
ト

フ
ル
コ
メ
デ
ィ
で
す
。

■
日
時　
6
月
12
日
（
日
）

　
開
場
13
時　
上
映
13
時
30
分
～ 

■
場
所　
ニ
コ
リ
2
階
会
議
室
9

■
対
象　
中
学
生
以
上

■
席
数　
約
40
席

■ 

申
込　
6
月
5
日
（
日
）
よ
り
、　

館
内
カ
ウ
ン
タ
ー
で
チ
ケ
ッ
ト　

を
配
布
（
1
人
3
枚
ま
で
）

朗
読
の
つ
ど
い　
（
無
料
）

　
6
月
は
市
外
（
朗
読
・
表
現
甲

府
南
さ
ざ
な
み
）・市
内
の
朗
読
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で

す
。

■
日
時　
6
月
18
日 （
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
2
階
会
議
室
9

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

　
「
お
じ
ぎ
」�

向
田
邦
子
作

�
朗
読　
鈴
木
や
す
子
氏

　
「
う
ら
な
り
か
ぼ
ち
ゃ
」

�
向
田
邦
子
作

�

朗
読　
阿
部
誠
氏

　
「
ビ
リ
ケ
ン
」�

向
田
邦
子
作

�

朗
読　
中
沢
直
子
氏

　
「
人
に
は
ど
れ
だ
け
の

　
　
　
　
　
土
地
が
い
る
か
」

�

ト
ル
ス
ト
イ
作

�

朗
読　
渡
邊
恵
美
子
氏

第
3
回
図
書
館
を
使
っ
た		

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

　
自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
な
ど
、

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
説
明
会
）

■
日
時　
7
月
3
・
23
日

■
対
象　
小
中
学
生

■ 

申
込　
6
月
1
日
（
水
）
よ
り　

カ
ウ
ン
タ
ー
・
電
話
に
て
受
付　

開
始

（
相
談
会
）

　
夏
休
み
期
間
中
、
随
時
実
施

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

	

問
合
せ
☎
2
3
―
7
6
7
6

こ
び
と
の
部
屋

　
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
手
が
離
れ
て

く
る
子
供
た
ち
と
、
素
朴
で
優
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
6
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　
15
時
～
16
時

■
定
員　
8
組

■
参
加
費　
3
0
0
円（
教
材
費
）

■
場
所　
ニ
コ
リ
2
階

～
韮
高
生
と
交
流
～

　
高
校
生
の
み
な
さ
ん
に
子
育
て

の
体
験
を
語
り
、一
緒
に
あ
そ
ん
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象　
5
～
7
歳
児
と
保
護
者

①
赤
ち
ゃ
ん
抱
っ
こ
体
験

■
日
時　
6
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
9
時
50
分
～
10
時
30
分

■
対
象　
0
歳
児
と
保
護
者

②
ち
び
っ
こ
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

■
日
時　
6
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
9
時
50
分
～
10
時
30
分

■
対
象　
1
歳
以
上
児
と
保
護
者

■
定
員　
15
組

に
ら
★
歩
歩
く
ら
ぶ	

	

歌
う
森
の
案
内
状

　
森
の
中
で
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
証
（
あ
か
し
）
さ
ん
の

音
楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
6
月
29
日
（
水
）　

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
集
合　
韮
崎
中
央
公
園
駐
車
場

■ 

対
象　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護　

者
20
組
（
要
予
約
）

■
参
加
費　
5
0
0
円

お
寺
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー	

	

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
夢
と
希
望
溢
れ
る

歌
の
世
界
を
堪
能
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
7
月
3
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
～
14
時
30
分

■
場
所　
韮
崎
大
蓮
寺

■
定
員　
親
子
15
組

■
参
加
費　
無
料

■
申
込　
6
月
10
日
（
金
）
～

中
央
公
民
館

	

問
合
せ
☎
2
0
―
1
1
1
5

『
筆
ペ
ン
講
座
』（
全
2
回
）

　
暑
中
見
舞
い
を
筆
ペ
ン
で
サ
ラ

サ
ラ
と
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
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■
日
時　
6
月
28
日
・
7
月
5
日

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
1
階
会
議
室
5

■
参
加
費　
無
料

■
持
ち
物　
筆
ペ
ン

■
定
員　
20
名

■
講
師　
田
中
志
津
氏　

『
懐
か
し
の
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
上
映
会
』

　
大
人
も
楽
し
め
る
懐
か
し
い
16

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
ア
ニ
メ
映
画
で

す
。
午
後
の
ひ
と
と
き
を
ご
家
族

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
7
月
3
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
1
階
会
議
室

　
　
　
　
A
・
B

■
上
映
作
品　
ア
ニ
メ
映
画

　
「
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
」

■
参
加
費　
無
料

■
定
員　
30
名

親
子
で
自
然
を
楽
し
も
う
！

　
さ
あ
、
夏
だ
！
自
然
の
中
で
思

い
っ
き
り
遊
ん
じ
ゃ
お
う
！

■
日
時　
7
月
9
日
（
土
）

　
　
　
　
9
時
30
分
～
15
時
30
分

■ 

場
所　
甘
利
山
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ　

ジ
及
び
周
辺

■
定
員　
小
学
生
親
子
30
名

■
参
加
費　
1
人
5
0
0
円

■
持
ち
物　

　
雨
具
・
帽
子
・
カ
メ
ラ
・
飲
み
水

■ 

申
込　
6
月
6
日
（
月
）
よ
り　

受
付
開
始
（
参
加
費
を
添
え
て　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

韮
崎
の
民
話 	

	
	

『
子
ど
も
に
よ
る
大
型
紙
芝
居

の
朗
読
』
出
演
者
募
集
！

　
大
型
紙
芝
居
を
朗
読
し
て
く
れ

る
小
学
5
・
6
年
生
を
募
集
し
ま

す
。
夏
休
み
に
韮
崎
さ
ざ
な
み
の

会
の
指
導
に
よ
る
練
習
を
し
、
9

月
に
発
表
会
を
し
ま
す
。

■
日
時　
7
月
23
・
30
日

　
　
　
　
8
月
1
・
6
・
8
・

　
　
　
　
13
・
20
・
27
日

　
　
　
　
9
月
3
・
4
日

■
場
所　
ニ
コ
リ
音
楽
室
1

■
対
象　
小
学
5
・
6
年
生

　
　
　
　
（
10
名
程
度
）

※
保
護
者
の
承
諾
が
必
要

■
参
加
費　
無
料

■
作
品　
清
哲
の
民
話

　
　
　
　
「
鍛
冶
屋
堀
の
お
菊
」

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を	

募
集
し
ま
す
！

　
講
座
の
企
画・運
営
を
、ス
タ
ッ

フ
と
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
〝
や
る
気
〟
や
〝
ア

イ
デ
ィ
ア
〟
を
市
民
の
た
め
に
活

か
し
て
く
だ
さ
い
！ 

■
打
合
せ
会　
7
月
2
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
会
議
室
1

■
定
員　
5
名
程
度

6 月は「食育月間」～毎月 19日は食育の日～

◆
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
パ
フ
ェ

材
料
（
4
人
分
）

・ 

ビ
ス
ケ
ッ
ト�

30
㌘

・ 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ�

60
㌘

・ 

バ
ナ
ナ�

1
0
0
㌘

・ 

黄
桃
缶�

60
㌘

・ 

プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト

1
5
0
㌘

・ 

砂
糖
（
ヨ
ー
グ
ル
ト
用
）

　
大
さ
じ
1

【
作
り
方
】

① 

ビ
ス
ケ
ッ
ト
は
大
き
め
に
手

で
砕
く
。

② 

キ
ウ
イ
、
バ
ナ
ナ
、
黄
桃
は

1
c
m
角
に
切
り
混
ぜ
る
。

※ 

ト
ッ
ピ
ン
グ
用
に
少
量
と
っ

て
お
く

③ 

プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
砂

糖
を
混
ぜ
る
。

④ 

器
に
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
フ
ル
ー

ツ
、　

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
順
に

重
ね
、
最
後
に
ト
ッ
ピ
ン
グ

を
し
て
完
成
。

【
栄
養
量
】

　
エ
ネ
ル
ギ
ー　
1
1
4
㌔
㌍

　
食
塩
相
当
量　
0
㌘　

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課 

健
康
増
進
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

◆
ゆ
か
り
し
ら
す
お
に
ぎ
り

材
料
（
4
人
分
）　　
　

・
米�

2
合

・
青
ね
ぎ�

15
㌘

・
し
ら
す
干
し�

30
㌘

・
ゆ
か
り�

大
さ
じ
1

【
作
り
方
】

①
米
は
炊
い
て
お
く
。

②
青
ネ
ギ
は
小
口
切
り
に
す
る
。

③ 

②
と
し
ら
す
干
し
、
ゆ
か
り

を
炊
き
あ
が
っ
た
ご
は
ん
に

混
ぜ
お
に
ぎ
り
に
す
る
。

【
栄
養
量
】

　
エ
ネ
ル
ギ
ー　
3
5
4
㌔
㌍

　
食
塩
相
当
量　
1
．
1
㌘

　「朝ごはんを毎日食べる」「食品ロスをなくす」「家族や友人と楽しく食事をする」など日頃の食生活
と向き合うことは、健康的な毎日を過ごすキッカケになります。6 月は「食育月間」です。この機会
に「食育」について考えてみませんか。

知っ得！食育ひろば ー食改推の簡単レシピ！ー
家族で一緒に作って美味しく食べよう！

「ゆかりしらすおにぎりとヨーグルトのパフェ」
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広　報
にらさき

infor
mation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
お
知
ら
せ

総
合
健
診
の	

	
	

「
健
診
キ
ッ
ト
」
送
付

　
市
で
は
、
7
月
よ
り
総
合
健
診

（
特
定
健
診
・
各
種
が
ん
検
診
）
を

実
施
し
ま
す
。（
※
詳
細
に
つ
い
て

は
、
7
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。）

　
対
象
者
に
は
、7
月
上
旬
に
「
健

診
キ
ッ
ト
」
を
送
付
し
ま
す
が
、健

診
キ
ッ
ト
送
付
を
希
望
さ
れ
な
い

方
は
、6
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
保

健
課
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課 

健
康
増
進
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

歯
の
無
料
健
康
相
談

■
日
時　
6
月
5
日
（
日
）

　
　
　
　
9
時
30
分
～
12
時
30
分

■
会
場　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
ニ
コ
リ
1
階

■
内
容

　
歯
科
医
師
に
よ
る
健
診
及
び
相

談
、
無
料
フ
ッ
素
塗
布
、
洗
口
等

※ 

当
日
は
ニ
ー
ラ
、
フ
ォ
ー
レ

ち
ゃ
ん
も
来
場
し
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課 

健
康
増
進
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

※ 

相
談
に
は
弁
護
士
の
ほ
か
に
法

科
大
学
院
生
が
同
席
し
ま
す
。

■
予
約
日　
6
月
1
日
（
水
）

　
8
時
30
分
か
ら
（
電
話
可
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課 

企
画
推
進
担
当

�

（
内
線
3
5
6
）

　
募　
集

平
成
29
年
韮
崎
市
成
人
式
の	

企
画・演
出
す
る
新
成
人
を
募
集

　
新
た
な
門
出
を
祝
う
式
典
後
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
、
20
歳
の
思
い
出
を

自
分
た
ち
の
手
で
作
り
上
げ
て
み

ま
せ
ん
か
？
気
の
合
う
仲
間
や
個

人
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

■
応
募
資
格

　
平
成
29
年
成
人
式
に
出
席
（
平

成
8
年
4
月
2
日
～
平
成
9
年
4

月
1
日
生
）
の
者
で
平
日
19
時
よ

り
市
役
所
で
数
回
行
う
実
行
委
員

会
に
参
加
で
き
る
者

■
募
集
定
員　
10
名
程
度

■ 

応
募
方
法　
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
（
携
帯
可
）・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
郵

便
・
F
A
X
・
E
メ
ー
ル
又
は
直

接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み

■
応
募
期
限　
6
月
30
日
（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課 

生
涯
学
習
担
当

�

（
内
線
2
6
7
）

�

FAX

2
3
‒
1
2
1
5

　

kyouiku@
city.nirasaki.lg.jp

糖
尿
病
予
防
教
室	

	

～
糖
尿
病
に
つ
い
て
知
ろ
う
～

　
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
糖
尿

病
で
す
が
、
放
っ
て
お
く
と
合
併

症
を
招
く
怖
い
病
気
で
す
。

　
最
近
血
糖
値
が
高
い
方
、
糖
尿

病
の
治
療
を
し
て
い
る
け
れ
ど
病

気
を
詳
し
く
知
ら
な
い
方
、
こ
の

機
会
に
糖
尿
病
を
改
善
す
る
方
法

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
7
月
10
日
（
日
）　

　
　
　
　
10
時
～
11
時
45
分

■
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■ 

講
師　
原
口
内
科
・
腎
ク
リ
ニ
ッ

ク 

院
長 

原
口
和
貴
先
生　

■
定
員　
70
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課 

保
健
指
導
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0　

狂
犬
病
予
防
注
射
は	

	

お
済
で
す
か
？

　
4
月
に
各
地
区
を
巡
回
し
て
狂

犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

方
は
、
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け

た
後
、
発
行
さ
れ
た
注
射
済
証
と

手
数
料
5
5
0
円
を
持
参
し
、環

境
課
で
注
射
済
票
の
交
付
手
続
き

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※ 

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

は
法
律
に
定
め
ら
れ
た
飼
い
主

の
義
務
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課 

環
境
政
策
担
当

　
　
　
（
内
線
1
3
1
・
1
3
2
）

山
梨
県
が
ん
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー「
出
張
が
ん
相
談
」開
催

　
ご
本
人
、
家
族
が
抱
え
て
い
る

心
配
ご
と
の
相
談
を
保
健
師
や
ピ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
（
が
ん
を
経
験
し

た
仲
間
）
が
お
受
け
し
ま
す
。。

■
日
時　
7
月
7
日
（
木
）　

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

■
会
場　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
ニ
コ
リ　
1
階
会
議
室

■ 

対
象　
が
ん
患
者
・
が
ん
患
者

の
家
族
や
関
係
者

※
相
談
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
 

山
梨
県
が
ん
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

�

☎
0
5
5
‒
2
2
7
‒
8
7
4
0

「
こ
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」	

	
	

強
化
週
間

　
法
務
省
で
は
、
い
じ
め
や
虐
待

な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
の
解
決
へ
向
け
た
取
り

組
み
を
強
化
す
る
た
め
、
全
国
一

斉
「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

　
6
月
27
日（
月
）～
7
月
3
日（
日
）

　
8
時
30
分
～
19
時

　
※
土
日
は
10
時
～
17
時

■
相
談
担
当
者

・
甲
府
地
方
法
務
局
職
員

・ 

こ
ど
も
の
人
権
問
題
に
対
応
で

き
る
人
権
擁
護
委
員

■
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
0
1
2
0
‒
0
0
7
‒
1
1
0

■
実
施
機
関

　
甲
府
地
方
法
務
局

　
山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

戦
没
者
遺
族
に
よ
る
慰
霊
巡
拝　

　
今
年
度
も
戦
没
者
遺
族
に
よ
る

慰
霊
巡
拝
を
行
い
ま
す
。

※ 

対
象
と
な
る
遺
族
は
、
戦
没
者

の
配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟

姉
妹
、
戦
没
者
の
孫
な
ど
の
方

で
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

山
梨
県
遺
族
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
遺
族
会

�

☎
0
5
5
‒
2
5
2
‒
7
6
6
4

　
相　
談

無
料
法
律
相
談		

	

山
梨
学
院
大
学
法
学
科
大
学
院
と
共
催

■
日
時　
6
月
11
・
25
日
（
土
）

　
　
　
　
7
月
9
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
会
議
室
①
②

■
定
員　
先
着
12
名
（
要
予
約
）

■
相
談
時
間　
1
人
30
分
以
内

182016.6



■
日
時　
6
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
　
20
名
（
要
申
込
み
）

※
6
月
1
日
よ
り
受
付
開
始

■
参
加
費　
　
5
0
0
円

※ 

汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い

②
「
天
然
木
の
ク
ラ
フ
ト
教
室
」

■
日
時　
6
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
15
名
（
要
申
込
み
）

※
6
月
1
日
よ
り
受
付
開
始

■
参
加
費　
　
1
，
0
0
0
円

※ 

作
業
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
穂
坂
自
然
公
園

�

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�

☎
3
7
‒
4
3
6
2

梅
も
ぎ
・
梅
漬
け
体
験
教
室

　

農
林
課
と
穴
山
町
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
運
営
協
議
会
は
、
春
の
農

業
収
穫
物
で
あ
る
、
梅
も
ぎ
と
そ

れ
を
加
工
し
漬
物
に
す
る
体
験
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
6
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
9
時
30
分
～

■
場
所　
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

■
費
用　
千
円
（
昼
食
代
含
む
）

■
持
ち
物　
軍
手
、
長
靴
等

■
申
込
期
限　
6
月
8
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
農
林
課 

農
林
振
興
担
当

�

（
内
線
2
2
4
）

第
28
回
韮
崎
ホ
タ
ル
の
里		

小
田
川
ホ
タ
ル
ま
つ
り
開
催

■
日
時　
6
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
18
時
～
21
時
30
分

■
会
場　
柳
原
神
社
境
内
前
広
場

■
問
い
合
わ
せ

　
小
田
川
ホ
タ
ル
愛
護
会（
古
屋
）

�

☎
0
5
5
1
‒
2
5
‒
5
8
9
2

韮
崎
市
民
合
唱
団	

	

第
15
回
定
期
演
奏
会

■
日
時　
6
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
14
時
開
演

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
　
　
　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

■
入
場
料　
5
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ　
（
団
長　
林
）

�

☎
2
2
‒
0
1
8
8

韮
崎
市
吹
奏
楽
団	

	

第
31
回
定
期
演
奏
会
（
無
料
）

■
日
時　
6
月
18
日
（
土
）

　
14
時
開
演
（
13
時
30
分
開
場
）

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
　
　
　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ　
（
団
長　
山
寺
）

�

☎
0
9
0
‒
5
5
0
1
‒
7
7
3
1

■ 

講
習
会
名　
「
整
理
収
納
、
清　

掃
、
接
遇
」
講
習
会

■
対
象
者

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
て

就
業
を
希
望
す
る
60
歳
以
上
の
方

■
日
程　
7
月
27
・
28
・
29
日

　
　
　
　
10
時
～
16
時

■
会
場

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ

■
参
加
料　
無
料

■
定
員　
15
名

■
締
切

　
6
月
10
日（
金
）（
申
込
書
必
着
）

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材

�
セ
ン
タ
ー
連
合
会

�

☎
0
5
5
‒
2
2
8
‒
8
3
8
3

　
イ
ベ
ン
ト

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報
！

①
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体
験
教
室

山
梨
県
俳
句
大
会
作
品
募
集

■
対
象　

　
高
校
生
以
上
の
県
内
在
住
者

■
募
集
内
容　
5
句
一
組

　
（
四
季
雑
詠
・
未
発
表
に
限
る
）

■
募
集
期
間　
6
月
1
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
～
7
月
20
日（
水
）

■
申
込
方
法

　
市
教
育
課
で
配
布
す
る
用
紙
に

記
入
の
う
え
郵
送
に
て
申
込

■
参
加
費

　
一
般　
一
組
2
，
0
0
0
円

　
※
高
校
生
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
俳
句
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

�

☎
0
5
5
4
‒
4
3
‒
3
9
4
9

高
齢
者
活
躍
人
材
育
成
事
業

　
高
齢
者
が
技
能
講
習
後
、
就
業

を
通
じ
て
地
域
で
の
活
躍
の
場
に

参
加
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
講

習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
6
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」。
日
頃
の
備
え
・
早
め
の
避
難
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

たなばたさまに願いをこめて
すてきな出会いをみつけませんか？

　童謡「たなばたさま」の起源を探
りながら穴山をのんびり巡ります。
夕涼みの流しそうめんや七夕飾りを
楽しみながらあなたにぴったりの
パートナーを見つけてみませんか。

■日　　時　7 月 3 日（日）
　　　　　　13：00 ～ 20：00
■集合場所　JR 中央線穴山駅
■対 象 者
　30 歳～ 45 歳の独身男女
■定　　員　24 名（男女各 12 名）
■参 加 費　6,000 円
■申込締切　6 月 22 日（水）
　※応募多数の場合は抽選
■申込方法　E メール
　下記をメールでお送りください。
　①氏名（ふりがな）　②年齢
　③性別　④住所　⑤携帯番号
　⑥職業　⑦参加動機　
　⑧イベントを何で知ったか
※ 折り返し受付完了メールをお送

りします。数日しても届かない
場合はお問い合わせください。

■申し込み・問い合わせ
　企画財政課 人口対策担当
 （内線 359）
　メールアドレス
　kikaku@city.nirasaki.lg.jp

●国民健康保険より
　5 月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担
額）は、165,224,870 円（前年同月比 5.08% 減）で、
１人あたりの保険者負担額は、22,007 円（前年同月比 
1.50% 減）でした。引き続き健康に気をつけ医療費の
節約にご協力ください。

●市の人口　5 月 1 日現在 （前月比）
　　男　：15,107 人 ( うち外国人 171 人） ー 7 人
　　女　：15,288 人 ( うち外国人 268 人） − 2 人
　　計　：30,935 人 ( うち外国人 439 人 ) − 9 人
　世帯数：12,482 世帯 　23 世帯

星降る夜のキュンな物語

たなばた
夕涼みコン

in穴山
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トレイルランナーヤマケン先生早朝トレーニング

Nirasaki 
Sunrise Training
―にらさきサンライズトレーニング―

参加者募集
（参加無料）

写真：Sho FUJIMAKI

■問い合わせ
　韮崎市観光協会　☎ 0551-22-1991

詳しいメニュー内容等は、山本健一公式 facebook ページで随時更新をしますので、
ご確認いただくか、韮崎市観光協会までお問い合わせください。

■参加対象者　
　健康に自信のある方で、10㌔程度のランニングと、
30㌔程度のサイクリングに自信のある方
※�内容は、初級レベルです。初心者でもついてこれる
ペースでのランニングやロードバイクを使ったト
レーニングで、絶景ポイントやヤマケン先生のお勧
めポイントでは、休憩をしながらガイドもしていた
だけます。また、ご興味のあるメニュー月のみの参
加も可です。

■持ち物　飲み物やタオル、小銭など

■参加方法　事前申込の必要はありません。
　開催日の開催時刻の 10分前程度に集合場所へお越
しください。

　早起きは三文の得。韮崎の朝は本当に気
持ちいいですよ！
　大勢の方にその素晴らしさを体験しても
らいながら心身ともに健康になっていただ
こうという思いから、月に一度、世界で活
躍するトレイルランナーで北杜高校教諭の
山本健一先生（旭町在住）によるサンライ
ズトレーニングを開催します。
　ヤマケン先生のお勧めランニングコース
やサイクリングコースを一緒に走りながら、
韮崎の朝を思い切り楽しみませんか。

月　日 時　間 トレーニング場所（内容） 集合場所
6月 26日（日） 4：30～ 7：00 市内西部～白州（ロードバイク 30k） 市役所
7月 24日（日） 4：30～ 7：00 市内西部～白州（ロードバイク 50k） 市役所
8月 28日（日） 4：30～ 7：00 甘利山公園線（好きなだけ登る） 甘利山ゲート
9月 25日（日） 5：00～ 7：00 甘利山公園線（椹池タイムレース） 甘利山ゲート

10月 30日（日） 5：00～ 7：00 穂坂自然公園（クロカン） 穂坂自然公園
11月 27日（日） 5：30～ 7：30 穂坂自然公園（クロカン） 穂坂自然公園
12月 30日（金） 6：00～ 7：30 市内西部（ランニング 10k） 市役所
1月 29日（日） 6：00～ 7：30 市内北部（ランニング 10k） 市役所
2月 19日（日） 6：00～ 7：30 市内南部（ランニング 10k） 市役所
3月 26日（日） 5：00～ 7：00 市内ロングラン（ランニング 15k） 市役所


